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教団体）や参加数（不参加、1 種類、2 種類、3 種類以上）と新規孤立発生の関連を検討し
た。その結果、男性では趣味やスポーツのグループへ参加することが、また、男性は 2 種類
以上、女性は 1 種類以上のグループに参加することが孤立のリスクを低下させることが明
らかとなった。これまでも、要介護予防において趣味やスポーツのグループへの参加や複数
のグループへの参加が効果的であることが示されており、男性に対しこれらのグループへ
の参加を促していくことが孤立予防においても有効であると考えられた。 
 
4. まとめ 
本研究により、高齢者のグループ活動への参加を促進することは孤立のリスクを低下さ
せ、高齢期の孤立がもたらすネガティブな健康アウトカムを減少させる上で役立つ可能性
が示唆された。我が国では近年、高齢者の社会的孤立対策の必要性が繰り返し指摘されてき
た。本研究により得られた具体的なグループ活動の内容や数、頻度に関する知見は、行政が
行う介護予防施策においても活用できる有益な情報である。 
研究Ⅰ、Ⅱの結果を踏まえると、都市部在住高齢者の社会的孤立予防のターゲットはより
高齢の男性であり、これらの対象に対し、スポーツや趣味のグループに参加するか、2 種類
以上のグループに参加して週 1 回以上活動するよう促していくことが孤立予防に有効であ
ると考えられる。男性は女性と比較してグループ活動への参加率が低いことから、今後は参
加の促進要因についての検討やコミュニティベースの介入研究を行い、社会的孤立予防の
研究をさらに発展させていく。 
 
